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大洲城下町の歴史的風致が感じ取れる建物の状況 
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●風情ある町並みとして歴史的な風致が感じ取れる建物が数多く残っている。 

●特に東側のエリアで多く見受けられ、観光まちづくりの実施による活用が期待される。 

候補物件一覧でなく、空き家状況図を入手し入れる 
城下町に空き家が多数あり増加していることと、 

そのエリア傾向を記入 

※青色部は城下町の歴史的風致を感じ取れる建物を示す 



観光まちづくりエリア計画 
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● 城下町を、歴史資源や地域状況によって5つのエリアに分類したエリア計画を設定。 

● その中で、大洲城エリアと町並みエリアのポテンシャルが高いため、先行計画エリアとして先行整備を検討する。 

大洲城 

大洲市民会館/駐車場 

お殿様公園 

大洲神社 

臥龍山荘 
大洲市役所/駐車場 

【凡例】 

  歴史的風致のある物件 

  観光資源 

大洲城下町観光まちづくりエリア計画図 

まちの駅あさもや/駐車場 

城山公園 

おおず赤煉瓦館 ポコペン横丁 

乗合船乗船所 

下船所 

◎先行計画エリア 

城下町を楽しむ町並みエリア 
＜活用方針＞ 

・町並みに風情があり、活用可能性物件が集している 

 ため、古民家宿泊や店舗を中心に集中的に整備 

・城下町を深く知る宿泊・体験コンテンツを提供 

◎先行計画エリア 

城を楽しむ大洲城エリア 
＜活用方針＞ 

・大洲城周辺のエリアに、城を楽しむ、城を見上げる 

 宿泊や飲食店などを整備 

・城を感じる宿泊・体験コンテンツを提供 

○今後段階的に計画するエリア 

川を感じる肱川エリア 
＜活用方針＞ 

・肱川を感じる施設や体験プログラムやイ 

 ベントなどを提供 

○今後段階的に計画するエリア 

バッファーとなる周辺エリア 
＜活用方針＞ 

・城下町としての景観を意識 

○今後段階的に計画するエリア 

町並みをつなぐ商店街エリア 
＜活用方針＞ 

・先行計画エリアの中間にあり、商店街の風情を残す物件 

 も多いため、快適な回遊移動空間の整備や町の賑わいを 

 作り出す改修活用店舗や宿泊などを整備 

回遊性を高める施策 



町家･古民家等の歴史的資源を活用するエリア領域(町家活用エリア) 
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● 観光まちづくりエリア内において、町家・古民家等の歴史的資源を活用するエリアを設定する。 

● 大洲城下町の歴史的風致が感じ取れる建物が残るエリアを包含するものとする。 

町家活用エリア 



主要物件の選定 
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大洲城 

臥龍山荘 

【凡例】 

第1期候補物件 

第2期以降候補物件 

【物件選定の判断基準】 
 ① 歴史的な風致をもつ物件である 
 ② 先行計画エリア内にある 
 ③ 所有者の意向で早々に活用が可能状況である 
 ④ エリア計画や活用イメージなどの活用用途に活用でき 
   る建物であり価値がある 

● コンセプトの実現に向け、城下町を目一杯体験できる歴史的資源を活用した新たなコンテンツの整備が必要。 

● 必要となる機能例を以下に挙げる。これら以外にも城下町を体験を促す機能を各所に配置する必要がある。 

【第１期活用候補物件の判断基準】 
 上記を踏まえた上で、 
・２大観光資源（大洲城、臥龍山荘）に近接している 
・それらの魅力を引き出す（眺望が良い、近くて連携が 
  可能など）条件を持っている 
・物件が固まっており、面的な開発が可能である 

●大洲城前の長屋 
大洲城のお膝元にあり、城への眺望と目
の前の城山公園が素晴らしい立地にある
物件が連続して活用できる長屋 

●村上邸群 
明治時代の風情を残すエリアで臥龍山荘
に程近くに位置する複数の建物群を活用
できる古民家群 

※別途事業で検討 

●大洲城キャッスルステイ 

※別途事業で検討 

●臥龍山荘の活用 

※今回、回遊動線を確保する上で重要な物件についても、先行して基本計画図を作成した 


